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前 予 前 予 前 予 前 予 前 予

前 予 前  10.5 予 前  2.8% 予 前  2.40% 予 前 予

前 予 前  4.9% 予 前 予 前 予 前 予

前 予 前 予 前 予 前 予 前 予

COMEX/NYMEX 投機的建玉
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Short
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ユーロ・ECB政策金利 07月 [ECB政策金利]

コメント
Precious Metal
金:上昇　銀:上昇　プラチナ:上昇　パラジウム:上昇
金銀市場は反発した。 米国とイランの攻撃の応酬が続く中、中東情勢の緊迫化を背景に安全資産需要が高まり、金は買いが優勢となった。一方で、米⾧期金利の上昇やドル高が上値を抑え、上昇幅は限定的となった。銀も金に連れ
る形で堅調に推移し、高値圏でのもみ合いとなった。プラチナ・パラジウム市場も堅調に推移した。 地政学リスクの高まりを背景に貴金属セクター全体へ買いが入ったことが相場を下支えした。一方で、ドル高や米⾧期金利の上昇が重しと
なり、上値を追う展開とはならなかった。市場では中東情勢の動向を見極める展開が続いている。

FX
ドル円:上昇   ユーロドル:下落
為替市場ではドル円が続伸した。米国とイランの攻撃の応酬が続く中、中東情勢の緊迫化を背景に「有事のドル買い」が優勢となり、米⾧期金利の上昇もドルを押し上げた。163円の節目を上抜けると買いが加速し、一時163.24円と
1986年12月以来の高値を更新した。市場では、高市政権による積極財政や緩和的な金融環境への期待も円売り要因として意識されている。ユーロドルは4日続落した。中東情勢を巡る警戒感から原油価格が上昇し、ドル買いが優
勢となったことで一時1.1398ドルまで下落した。ただ、来週のECB理事会を控えて様子見姿勢も強く、一日の値幅は小幅にとどまった。

ドル円:163.17ユーロドル:1.1398

Fixing Prices

7月20日

AM

4,063.20

58.890

1,627.50

1,285.45

4,052.30

-

1,621.65

1,275.75

PM

Americas

2026年7月22日

57.105
55.655

7月21日
Palladium (Dec)Platinum (Oct)

1,579.2
1611.0B
1578.4A
1,595.6

-8.3 
$5.00

Silver (Dec)
55.655

Gold (Dec) 
4,005.6

07/21（火）

ドイツ・ZEW景況感指数 07月

英国・ILO失業率 05月

07/20（月）

1,251.5
1,280.0
1,233.0
1,268.2

15.4

アメリカ・PMI（購買担当者景気指数・速報値） 07月

56.802
0.764

￠26.00 ￠32.00

07/22（水） 07/23（木） 07/24（金）

英国・消費者物価指数（CPI） 06月 [前年比]

4,046.0
3,986.5
4,015.9

-2.9 
$4.00 -$6.00 $0.00$9.00$4.50

Gold (Mil oz)
25.0
5.6
19.4
-0.8 

301.7
102.7
199.0
-2.9 

Silver (Mil oz) Platinum (koz)
1,598.1
667.9
930.3
-7.7 

948.4
1,233.6
-285.2 
-23.9 

Palladium (koz)

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。
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